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【国際特許分類】
   Ｆ２４Ｈ   1/18     (2006.01)
   Ｆ２４Ｈ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/00     (2006.01)
   Ｈ０１Ｍ   8/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２４Ｈ   1/18    ３０１Ｚ
   Ｆ２４Ｈ   1/00    ６３１Ａ
   Ｆ２４Ｈ   1/18    　　　Ｇ
   Ｈ０１Ｍ   8/00    　　　Ｚ
   Ｈ０１Ｍ   8/04    　　　Ｘ
   Ｈ０１Ｍ   8/04    　　　Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成25年12月16日(2013.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発電により電力を供給する発電ユニットと、
　前記発電ユニットで発生した熱を蓄える貯湯ユニットと、
　前記発電ユニットの駆動及び停止を制御する制御装置と、
　前記貯湯ユニット内の湯を利用する利用者の在宅を検知する在宅検知器と、
を備えた発電システムにおいて、
　前記制御装置は、
　　少なくとも前記発電ユニットの駆動が禁止されている禁止時間帯、及び、前記発電ユ
ニットから供給される熱で前記貯湯ユニット内の水の殺菌するために必要な加熱時間を記
憶する記憶部を備えており、
　　前記在宅検知器が利用者の在宅を検知した時点から前記禁止時間帯の開始時までの時
間が前記加熱時間以上であるときは、前記発電ユニットを駆動させることで前記貯湯ユニ
ット内の湯を加熱し、
　前記在宅検知器が利用者の在宅を検知した時点から前記禁止時間帯の開始時までの時間
が前記加熱時間未満であるときは、前記発電ユニットの停止状態を維持させる、
発電システム。
【請求項２】
　前記在宅検知器は、前記貯湯ユニット内の湯が所定時間内に一定量以上使用されたか否
かで前記利用者の在宅を検知する、
請求項１記載の発電システム。
【請求項３】
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　前記貯湯ユニット内の湯の温度、及び、前記貯湯ユニットの周囲の温度、のうちの少な
くとも一方を計測する温度計をさらに備え、
　前記制御装置は、前記温度計によって計測された温度に応じて前記加熱時間の長さを変
更する、
請求項１または２に記載の発電システム。
【請求項４】
　前記発電ユニットは、ガスを燃焼することで前記貯湯ユニット内の湯を加熱するボイラ
ーを備え、そのボイラーを用いて前記貯湯ユニット内の湯を加熱する、
請求項１から３のいずれか１項に記載の発電システム。
【請求項５】
　前記発電ユニットは、燃料ガスと酸化剤ガスとを反応させて発電を行う燃料電池であり
、
　前記燃料電池は、前記燃料ガスと前記酸化剤ガスとを反応させて発電を行う燃料電池ス
タックを備え、
　前記発電で生じた熱、及び、前記発電で生じた電力をヒータに供給することで発生する
熱、のうちの少なくとも一方を用いて前記貯湯ユニット内の湯を加熱する、
請求項１から３のいずれか１項に記載の発電システム。
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